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1．緒言 

生体埋植可能な CMOS イメージセンサ技術[1]は、

脳機能計測やグルコースモニタリングといった光を用

いた生体計測技術として有用である。本研究では、デ

バイス埋植時の侵襲性の低減を目的とし、埋植型デバ

イスへのハイドロゲル材料の応用について検討してい

る。ハイドロゲルは、柔軟性や生体適合性を有し、生

体組織とのインターフェイスとして非常に有用な材料

の一つである。しかし、ハイドロゲルは、細胞培養の

ための足場材料や治療のための医用材料として、生化

学及び生物物理学的な特性を中心に研究されてきた。

そこで、ハイドロゲルの光学特性に着目し、光計測用

の埋植型デバイスへの応用について検討したので報告

する。 

2. 実験・結果 

ハイドロゲル材料の光計測用埋植型デバイスへの

応用では、ハイドロゲルの生化学的な特性だけでなく

光透過性が重要となる。今回は Agarose ゲルと Tetra-

poly(ethylene glycol) (Tetra-PEG)ゲル[2]について検討し

た。Agarose ゲルは光学顕微鏡を用いた生体イメージ

ングで広く用いられている材料であり[3]、Tetra-PEGゲ

ルは高い機械的強度を有しデバイス材料としての応用

が期待されている材料である[4]。まず、分光光度計を

用い、光イメージングで使用される波長域(350-850 nm)

で、Agaroseゲルと Tetra-PEGゲルの光の減衰率を測定

した。Agaroseゲルと Tetra-PEGゲルは、それぞれ濃度

40 mg/mL in PBSで作製した。Figure 1に光の減衰率の

測定結果を示す。Agarose ゲルの減衰率は 0.20-3.23 

dB/mm であったのに対し、Tetra-PEG ゲルの減衰率は

0.01-0.07 dB/mmと低い値を示した。また、微弱な蛍光

の観察では、ハイドロゲルの自家蛍光が問題となる可

能性がある。そこで、ハイドロゲルの自家蛍光につい

て評価した。緑色蛍光タンパクの観察を想定し、青色

光源(励起波長：460-500 nm)下でゲルを蛍光観察(蛍光

波長：512-540 nm)した。Figure 2に示すように、Agarose

ゲルと比較して Tetra-PEG ゲルの輝度値は低く、自家

蛍光が小さいことが確認された。以上より、光計測用

の埋植型デバイスへ応用するハイドロゲル材料として、

Tetra-PEG gel の有用性が示唆された。今後はハイドロ

ゲル材料の埋植型デバイスへの実装を進める予定であ

る。 

Figure 1 Optical attenuation spectra of agarose gel and Tetra-

PEG gel  

Figure 2 Autofluorescence intensity of agarose gels and 

Tetra-PEG gels with blue light (Excitation wavelength: 460-

500 nm, Emission wavelength: 512-540 nm). 
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